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IPv6グローバルコンフィギュレーション

この設定とそのサブセットは、[Advanced View]モードで使用できます。（注）

インターネットプロトコルバージョン6（IPv6）は、パケット交換インターネットワーク用の
ネットワーク層プロトコルです。IPv6は、展開されている主流のインターネットプロトコル
である IPv4を置き換えるように設計されました。IPv6により、アドレスサイズが 32ビット
から 128ビットのアドレスに増加するため、より柔軟に IPアドレスを割り当てることができ
ます。IPv6アドレスは 4つの 16進数の 8つのグループとして記述されます。たとえば
FE80:0000:0000:0000:0000:9C00:876A:130Bなどです。また、ゼロのグループを省略し、「::」
で置き換えた省略形を使用することもできます。たとえば、FE80::9C00:876A:130Bなどです。
IPv6インターフェイスのアドレスは、ユーザーが手動で割り当てるか、または、DHCPサー
バーから自動的に割り当てられます。
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このセクションでは、デバイスの IPv6アドレスを手動で、またはデバイスを DHCPクライア
ントにして定義することについて説明します。IPv6グローバルパラメータおよび DHCPv6ク
ライアントの設定値を定義するには、次のようにします。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Global Configuration]の順にクリックします。

ステップ 2 次のフィールドの値を入力します。

• [IPv6 Routing]：[Enable]を選択すると、IPv6ルーティングが有効になります。これが有効になってい
ない場合、デバイスは（ルータではなく）ホストとして動作し、管理パケットは受信できますが、パ

ケットの送信はできなくなります。ルーティングを有効にした場合、デバイスは IPv6パケットを転送
できます。IPv6ルーティングを有効にすると、ネットワーク内のルータから送信された RAからオー
トコンフィグ操作を介してデバイスインターフェイスに割り当てられたすべてのアドレスが削除され

ます。

• [ICMPv6 Rate Limit Interval]：ICMPエラーメッセージが生成される頻度を入力します。

• [ICMPv6 Rate Limit Bucket Size]：間隔ごとにデバイスによって送信可能な ICMPエラーメッセージの
最大数を入力します。

• [IPv6 Hop Limit]：パケットが通過できる、最終的な宛先の途中にある中間ルータの最大数を入力しま
す。別のルータにパケットが転送されるたびに、ホップリミットが減少します。ホップリミットがゼ

ロに達すると、パケットは破棄されます。これにより、パケットが無限に転送されるのを防ぎます。

• DHCPv6 Client Settings

• [Unique Identifier (DUID) Format]：これは、DHCPサーバがクライアントを識別するために使用す
る DHCPクライアントの識別子です。次のいずれかのフォーマットを指定できます。

• [Link-Layer]：（デフォルト）。このオプションを選択した場合は、デバイスのMACアドレ
スが使用されます。

• [Enterprise Number]：このオプションを選択した場合は、次のフィールドに入力します。

• [Enterprise Number]：IANAによって管理される、ベンダーが登録したプライベートエンタープラ
イズ番号。

• [Identifier]：ベンダー定義の 16進文字列（最大 64文字の 16進数）。文字列の数が偶数でない場
合は、右側にゼロが追加されます。2つの 16進数文字は、それぞれピリオドまたはコロンで区切
ることができます。

• [DHCPv6 Unique Identifier (DUID)]：選択した識別子が表示されます。

ステップ 3 [Apply]をクリックします。IPv6グローバルパラメータおよびDHCPv6クライアント設定が更新されます。
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IPv6インターフェイス
インターネットプロトコルバージョン6（IPv6）は、パケット交換インターネット通信に使用
されるネットワーク層プロトコルです。IPv6は、最も広く使用されているインターネットプロ
トコルである IPv4を置き換えるために作成されました。IPv6ではアドレス長が 32ビットから
128ビットに拡張されたので、IPアドレス割り当ての柔軟性が大幅に向上しています。IPv6ア
ドレスは、4桁の 16進数のグループ 8個で記述します（たとえば、
FE80:0000:0000:0000:0000:9C00:876A:130B）。

IPv4しか使用できないネットワーク上で IPv6ノード同士が通信するには、途中でマッピング
する技術が必要です。この技術をトンネルと呼びます。トンネルを使用すれば、IPv6にしか対
応していないホストでも IPv4サービスを利用できます。また、孤立した IPv6ホストおよび
IPv6ネットワークが IPv4インフラストラクチャを介して他の IPv6ノードと接続できます。

IPv6インターフェイスは、ポート、LAG、VLAN、ループバックインターフェイス、またはト
ンネルに設定できます。IPv6インターフェイスを定義するには、次の手順を実行します。

トンネルインターフェイスは、IPv6トンネル（5ページ）で作成します（注）

IPv6インターフェイスを定義するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Interfaces]をクリックします。

ステップ 2 パラメータを入力します。

• [IPv6 Link Local Default Zone]：デフォルトゾーンを定義する機能を有効にする場合は [Enable]を選択
します。これは、指定されているインターフェイスなしで、またはデフォルトゾーン 0で到着した
リンクローカルパケットを出力するために使用するインターフェイスです。

• [IPv6 Link Local Default Zone Interface]：デフォルトゾーンとして使用するインターフェイスを選択
します。これは、以前に定義されたトンネルまたはその他のインターフェイスになります。

ステップ 3 [Apply]をクリックして、デフォルトゾーンを設定します。IPv6インターフェイステーブルは、次のフィー
ルドとともに表示されます。

• [Tunnel Type]：[N/A]、[Manual]、[6to4]、および [ISATAP]。

ステップ 4 [Add]をクリックして、IPv6インターフェイスを有効にする新しいインターフェイスを追加します。

ステップ 5 次のフィールドに入力します。

• [IPv6 Interface]：IPv6アドレスの特定のポート、LAG、ループバックインターフェイス、または
VLANを選択します。
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ステップ 6 インターフェイスを DHCPv6クライアントとして設定して、インターフェイスが DHCPv6サーバから情
報（SNTP設定やDNS情報）を受信できるようにするには、[DHCPv6 Client]フィールドに入力します。

• [DHCPv6Client]：インターフェイス上でDHCPv6クライアント（ステートレスおよびステートフル）
を有効にする場合は [Enable]を選択します。

• [RapidCommit]：アドレス割り当てとその他の設定で2つのメッセージ交換の使用を有効にする場合
は [Enable]を選択します。これが有効になっている場合は、クライアントが要請メッセージに高速
コミットオプションを含めます。

• [Minimum Information Refresh Time]：この値は、更新時間の最小値を指定するために使用します。
サーバがこの値より小さい更新時間オプションを送信した場合は、この値が代わりに使用されます。

[Infinite]または [User Defined]を選択して値を設定します。

• [Information Refresh Time]：この値は、DHCPv6サーバーから受信する情報をデバイスが更新する頻
度を示します。このオプションがサーバーから受信されない場合、ここに入力した値が使用されま

す。[Infinite]または [User Defined]を選択して値を設定します。

ステップ 7 追加の IPv6パラメータを設定するには、次のフィールドに入力します。

• [IPv6 Address Auto Configuration]：ネイバーによって送信されるルータアドバタイズメントからの自
動アドレス設定を有効にする場合は [Enable]を選択します。

• [Number of DAD Attempts]：このインターフェイスのユニキャスト IPv6アドレスに対して Duplicate
Address Detection（DAD;重複アドレス検出）処理を実行しているときに送信する、ネイバー送信要
求メッセージの件数を入力します。DADは、ユニキャスト IPv6アドレスを新規に割り当てる前に、
そのアドレスが重複していないかどうかを検査する処理です。新しいアドレスは、DAD検証中は一
時的な状態のままです。このフィールドに 0を入力した場合は、指定したインターフェイスでの重
複アドレス検出が無効になります。このフィールドに 1を入力した場合は、フォローアップ伝送の
ない単一伝送が指定されます。

• [Send ICMPv6 Messages]：宛先到達不能メッセージを生成します。

• [MLD Version]：IPv6 MLDバージョンを選択します。

• [IPv6 Redirects]：ICMP IPv6リダイレクトメッセージの送信を有効にする場合は [Enable]を選択しま
す。これらのメッセージは、他のデバイスに対して、そのデバイスではなく別のデバイスにトラ

フィックを送信するように通知します。

ステップ 8 [Apply]をクリックして、選択したインターフェイスで IPv6処理を有効にします。通常の IPv6インター
フェイスには、次のアドレスが自動的に設定されます。

•デバイスのMACアドレスに基づく EUI-64形式のインターフェイス IDを使用したリンクローカル
アドレス。

•すべてのノードリンクローカルマルチキャストアドレス（FF02::1）

•要請ノードマルチキャストアドレス（FF02::1:FFXX:X形式）
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ステップ 9 必要な場合は、[IPv6 Address Table]をクリックして、インターフェイスに IPv6アドレスを手動で割り当
てます。

ステップ 10 トンネルを追加するには、IPv6トンネルテーブルの中でインターフェイスを選択して、[IPv6 Tunnel]を
クリックします。

ステップ 11 [Apply]をクリックして設定を保存します。

ステップ 12 [Restart]を押して、DHCPv6サーバーから受信されるステートレス情報の更新を開始します。

IPv6トンネル
トンネルにより、IPv4ネットワーク経由での IPv6パケットの転送が実現されます。各トンネ
ルには送信元 IPv4アドレスがあり、手動トンネルの場合は宛先 IPv4アドレスもあります。IPv6
パケットは、これらのアドレスの間でカプセル化されます。

トンネリングオプションは、10G SKUと非 10G SKUでは異なる方法で表示されます。（注）

次の表に、さまざまなデバイスでのトンネルのサポートをまとめます。

10Gをサポートする C1300ス
タッキング

C1300スタッキン
グ

C1300C1200トンネルタイプ

サポート対象サポート対象サポート対

象

サポート対

象

ISATAP

サポート対象：最大 16トン
ネル

未サポート未サポート未サポート手動

サポート対象：4～ 6トンネ
ル 1個（合計で最大 16トン
ネル）

未サポート未サポート未サポート自動 6to4トンネ
ル

ISATAPトンネル

デバイスは、1つの Intra-Site Automatic Tunnel Addressing Protocol（ISATAP）トンネルをサポー
トしています。ISATAPトンネルは、ポイントツーマルチポイントトンネルです。発信元アド
レスは、デバイスの IPv4アドレス（または IPv4アドレスの 1つ）です。ISATAPトンネルを
設定する場合は、宛先 IPv4アドレスはルータによって提供されます。次の点に注意してくだ
さい。

• IPv6リンクローカルアドレスは、ISATAPインターフェイスに割り当てられます。最初
の IPアドレスがインターフェイスに割り当てられ、次にインターフェイスがアクティブ
化されます。
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• ISATAPインターフェイスがアクティブな場合、ISATAPルータ IPv4アドレスは、ISATAP
と IPv4間のマッピングを使用して DNS経由で解決されます。ISATAP DNSレコードが解
決されない場合は、ホストマッピングテーブルで ISATAPホスト名とアドレス間のマッピ
ングが検索されます。

• DNSプロセスによって ISATAPルータ IPv4アドレスが解決されない場合は、ISATAP IP
インターフェイスはアクティブのままです。システムには、DNSプロセスが解決されるま
で ISATAPトラフィック用のデフォルトルータがありません。

追加のトンネルタイプ

このデバイスでは、以下の追加的なタイプのトンネルを設定できます。

手動トンネル。

• IPv6リンクローカルアドレスは、ISATAPインターフェイスに割り当てられます。最初
の IPアドレスがインターフェイスに割り当てられ、次にインターフェイスがアクティブ
化されます。

• ISATAPインターフェイスがアクティブな場合、ISATAPルータ IPv4アドレスは、ISATAP
と IPv4間のマッピングを使用して DNS経由で解決されます。ISATAP DNSレコードが解
決されない場合は、ホストマッピングテーブルで ISATAPホスト名とアドレス間のマッピ
ングが検索されます。

• DNSプロセスによって ISATAPルータ IPv4アドレスが解決されない場合は、ISATAP IP
インターフェイスはアクティブのままです。システムには、DNSプロセスが解決されるま
で ISATAPトラフィック用のデフォルトルータがありません。

これはポイントツーポイント定義です。手動トンネルを作成する場合は、送信元 IPアドレス
（デバイスの IPアドレスの 1つ）と宛先 IPv4アドレスの両方を入力します。

6 to 4トンネル

• 6 to 4は、基礎となる IPv4ネットワークを、IPv6のための非ブロードキャスト複数アクセ
スリンクレイヤとして使用する自動トンネルメカニズムです。1つのデバイスでは、1つ
の 6 to 4トンネルのみサポートされます。

• 6 to 4トンネルがサポートされるのは、IPv6転送機能がサポートされる場合たけです。

• IPv6マルチキャストは、6 to 4トンネルインターフェイスではサポートされません。

•スイッチは、6to4トンネルに2002::/16オンリンクプレフィックスを自動的に作成します。
トンネル上の接続された 2002::/16ルートは、オンリンクプレフィックスの作成の結果と
してルーティングテーブルに追加されます。

•トンネルモードが 6 to 4から別のモードに変更されると、オンリンクプレフィックスと接
続されているルートが削除されます。

•ネクストホップ発信インターフェイスが 6 to 4トンネルの場合、ネクストホップノードの
IPv4アドレスは、それがグローバルの場合は IPv6ネクストホップ IPv6アドレスのプレ
フィックス 2002:WWXX:YYZZ::/48から取得され、リンクローカルの場合は IPv6ネクスト
ホップ IPv6アドレスのインターフェイス識別子の最後の 32ビットから取得されます。
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IPv6トンネルを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Tunnel]をクリックします。

ステップ 2 [Create ISATAP Tunnel]をクリックします。

ステップ 3 トンネル番号（1）とそのトンネルタイプ（ISATAP）が表示されます。

ステップ 4 次のフィールドを入力します。

• [Source IPv4Address]：トンネルインターフェイスのローカル（送信元）IPv4アドレスを設定します。
選択した IPv4インターフェイスの IPv4アドレスは、ISATAPトンネルインターフェイスを経由する
IPv6アドレスの一部を形成するために使用されます。IPv6アドレスには、64ビットのネットワーク
プレフィックス fe80::があり、残りの 64ビットは 0000:5EFEと IPv4アドレスを連結して形成されま
す。

• [Auto]：トンネルインターフェイス上で送信されるパケットの発信元アドレスとして、設定され
ているすべての IPv4インターフェイスの中から最も低い IPv4アドレスを自動的に選択します。

• [Manual]：トンネルインターフェイス上で送信されるパケットの発信元アドレスとして使用する
IPv4アドレスを指定します。IPv4アドレスが別のインターフェイスに移動した場合でも、トンネ
ルインターフェイスのローカルアドレスは変更されません。

（注）

デバイスの IPv4アドレスが変化すると、トンネルインターフェイスのローカルアドレスも変化し
ます。

• [Interface]：インターフェイスを指定します。

• [ISATAP Router Nam]：特定の自動トンネルルータドメイン名を表すグローバルストリングを設定する
には、以下のいずれかのオプションを選択します。

• [Use Default]：これは常に ISATAPです。

• [User Defined]：ルータのドメイン名を入力します。

ステップ 5 パラメータを入力します。

• [ISATAP Solicitation Interval]：アクティブな ISATAPルータが検出されない場合の ISATAPルータ要請
メッセージ間の秒数。この間隔は、[Default Value]または [User Defined]のいずれかの間隔です。

• [ISATAP Robustness]：ルータ要請クエリの間隔を計算するために使用します。数値が大きいほど、ク
エリの頻度が高くなります。この間隔は、[DefaultValue]または [UserDefined]のいずれかの間隔です。

（注）

ISATAPトンネルは、基盤となる IPv4インターフェイスが動作していない場合は動作しません。

ステップ 6 ISATAPトンネルを削除するには、[Delete ISATAP Tunnel]をクリックします。
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ステップ 7 [Apply]をクリックし、実行コンフィギュレーションファイルに ISATAPパラメータを保存します。

IPv6アドレス
Ipv6インターフェイスに IPv6アドレスを割り当てるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Addresses]をクリックします。

ステップ 2 テーブルをフィルタ処理するには、インターフェイス名を選択し、[Go]をクリックします。

ステップ 3 [Add]をクリックします。

ステップ 4 フィールドの値を入力します。

説明オプション

IPv6アドレスを定義するインターフェイスが表示されます。*が表示されている場
合、これは IPv6インターフェイスが設定されていますが、有効になっていないこと
を意味しています。

IPv6 Interface

追加する IPv6アドレスのタイプを選択します。IPv6 Address Type

• [Link Local]：単一のネットワークリンク上のホストを一意に識別する IPv6アド
レス。リンクローカルアドレスのプレフィックス部は FE80です。このタイプの
アドレスはルーティング不能であり、ローカルネットワーク内で通信する場合に

のみ使用できます。1つのリンクローカルアドレスのみがサポートされます。リ
ンクローカルアドレスがインターフェイス上に存在する場合、このエントリは

構成内のアドレスを置き換えます。

• [Global]：他のネットワークから表示可能で到達可能なグローバルユニキャスト
IPV6タイプの IPv6アドレス。

• [Anycast]：IPv6アドレスはエニーキャストアドレスです。これは、通常は異なる
ノードに属するインターフェイスのセットに割り当てられます。エニーキャスト

アドレスに送信されたパケットは、使用しているルーティングプロトコルの定義

に従って、そのエニーキャストアドレスが示す最も近いインターフェイスに送信

されます。

（注）

IPv6アドレスが ISATAPインターフェイスにある場合、エニーキャストは使用
できません。

インターフェイスには、デフォルトのリンクローカルアドレスとマルチキャストア

ドレスが割り当てられますが、それに加え、受信されたルータアドバタイズメントに

IPv6 Address

基づいて、グローバルアドレスが自動的に割り当てられます。デバイスは、インター
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説明オプション

フェイスで最大 128個のアドレスをサポートしています。各アドレスは、コロンで区
切られた 16ビット値を使用して 16進数形式で指定された有効な IPv6アドレスであ
る必要があります。

グローバル IPv6プレフィックス部の長さ。3～ 128の範囲の値を入力します。この値
は、プレフィックス（アドレスのネットワーク部）を構成する、アドレスの上位連続

ビットの数を意味します。

Prefix Length

EUI-64パラメータを使用して、デバイスのMACアドレスに基づく EUI-64形式を使
用することによりグローバル IPv6アドレスのインターフェイス ID部を識別する場合
は [Enable]を選択します。

EUI-64

ステップ 5 [Apply]をクリックします。実行コンフィギュレーションファイルが更新されます。

ステップ 6 IPv6アドレステーブルには、読み取り専用の次のフィールドも表示されます。

• [Address Source]：アドレス送信元タイプ（DHCP、システム、スタティック）の1つが表示されます。

• [DAD Status]：重複アクセス検出がアクティブかどうか、および DADの状態が表示されます。トンネ
ルタイプのインターフェイスの場合、この列は表示されません。

• [Preferred Lifetime]：優先ライフタイムのエントリが表示されます。

• [Valid Lifetime]：エントリの有効期間が表示されます。

• [Expiry Time]：有効期限が表示されます。

IPv6ルータ設定
次の項では、IPv6ルータの設定方法について説明します。内容は次のとおりです。

ルータアドバタイズメント

ルータアドバタイズメントパケットには、ホストがインターネットで通信するために必要な

レイヤ 3 IPv6アドレスのネットワーク部など、IPv6ホストの各種設定が含まれています。こ
れにより、クライアントはアドレスのユニバーサルに一意のホスト部を生成し、アドレスを完

成させます。この機能は、次のようにインターフェイスごとに有効化または抑制できます。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Router Configuration] > [Router Advertisement]の順にクリックします。

IPv6設定
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ステップ 2 ルータアドバタイズメントテーブルにリストされているインターフェイスを設定するには、[Edit]をクリッ
クします。

ステップ 3 次のフィールドに入力します。

説明オプション

ドロップダウンリストからインターフェイスを選択します。Interface

インターフェイス上で IPv6ルータアドバタイズメントの伝送を抑制する場
合は、[Yes]を選択します。

Suppress Router Advertisement

ルータのプリファレンスとして、[Low]、[Medium]、または [High]のいず
れかを選択します。ルータアドバタイズメントメッセージは、このフィー

Router Preference

ルドに設定されている優先順位で送信されます。優先順位が設定されてい

ない場合、これらは中位の優先順位で送信されます。

選択すると、アドバタイズメントオプションがこのシステムで使用されま

す。このオプションは、訪問モバイルノードに、そのノードがルータアド

Include Advertisement Interval
Option

バタイズメントを受信する予定である間隔を示します。ノードは、移動検

出アルゴリズムでこの情報を使用できます。

これは、ルータがアドバタイズする値です。ゼロ以外の場合、ホストによっ

てホップ限度として使用されます。

Hop Limit

接続されているホストに対して、アドレスを取得するためステートフル自

動コンフィギュレーションを使用するよう指示する場合、このフラグを選

ManagedAddress Configuration
Flag

択します。ホストは、ステートフルおよびステートレス自動設定を同時に

使用できます。

[Other Stateful Configuration Flag]：接続されているホストに対して、その他
の（アドレス以外の）情報を取得するためステートフル自動コンフィギュ

レーションを使用するよう指示する場合、このフラグを選択します。

Other Stateful Configuration
Flag

（注）

マネージドアドレスコンフィギュレーションフラグが設定されている場

合、接続されているホストでは、ステートフル自動コンフィギュレーショ

ンを使用することにより、このフラグの設定には関係なく、その他の（ア

ドレス以外の）情報を取得できます。

アドレスを解決する場合、またはあるネイバーに到達可能であるかどうか

を試す場合に、ネイバー送信要求メッセージをネイバーに送信する際の再

Neighbor Solicitation
Retransmissions Interval

送信と再送信の間の時間を決定します（[User Defined]）。または、[Use
Default]を選択して、システムのデフォルト値（1000）を使用します。

ルータアドバタイズメントの時間間隔の最大値を入力します。MaximumRouterAdvertisement
Interval

このコマンドを使用してルータがデフォルトルータとして設定されている

場合、送信間隔は IPv6ルータアドバタイズメントの有効期間以内でなけ
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説明オプション

ればなりません。他の IPv6ノードとの同期を防ぐために、実際に使用され
る間隔は最小値と最大値の間の値からランダムに選択されます。

ルータアドバタイズメントの時間間隔の最小値を入力するか（[User
Defined]）、またはシステムデフォルトを使用する場合は [UseDefault]を選
択します。

MinimumRouter Advertisement
Interval

（注）

RAの間隔の最小値は、最大値の 75%以上および 3秒未満にはできませ
ん。

このルータがデフォルトルータとして有効であり続ける残り時間を秒数で

入力します。値がゼロの場合、それはデフォルトルータとして使用できな

くなったことを示します。

Router Advertisement Lifetime

リモート IPv6ノードが到達可能であると見なされる時間をミリ秒単位で入
力するか（[User Defined]）、またはシステムデフォルトを使用する場合は
[Use Default]オプションを選択します。

Reachable Time

ステップ 4 [Apply]をクリックし、実行コンフィギュレーションファイルに設定を保存します。

IPv6プレフィックス
デバイスのインターフェイスに対してアドバタイズするプレフィックスを定義するには、次の

ようにします。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Router Configuration] > [IPv6 Prefixes]の順にクリックします。

ステップ 2 必要に応じて、[Filter]フィールドを有効にして、[Go]をクリックします。フィルタに一致するインター
フェイスのグループが表示されます。

ステップ 3 インターフェイスを追加するには、[Add]をクリックします。または、インターフェイスを編集する場合
は、インターフェイスを選択して [Edit]をクリックします。

ステップ 4 プレフィックスを追加する必要な IPv6インターフェイスを選択します。

ステップ 5 次のフィールドに入力します。

説明オプション

IPv6ネットワーク。この引数は、RFC4293に記述されている形式にする必要があ
ります。コロン区切りの 16ビット値を使用して、アドレスを 16進数で指定しま
す。

Prefix Address

IPv6設定
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説明オプション

IPv6プレフィックスの長さ。プレフィックス（アドレスのネットワーク部分）を
構成するアドレスの上位連続ビット数を示す10進値です。10進数値の前にスラッ
シュ記号が必要です。

Prefix Length

このプレフィックスをアドバタイズする場合に選択します。Prefix Advertisement

このプレフィックスが有効であり続ける時間、つまり無効になるまでの残り時間

（秒数）。無効化されたプレフィックスから生成されたアドレスは、パケットの

宛先または発信元アドレスとして表示されません。

Valid Lifetime

• [Infinite]：フィールドの無限を表す 4,294,967,295に設定するには、この値を
選択します。

• [User Defined]：値を入力します。

このプレフィックスが優先であり続ける残りの時間（秒数）。この時間の経過後

は、プレフィックスは新しい通信で発信元アドレスとして使用されなくなります

Preferred Lifetime

が、このようなインターフェイスで受信されたパケットは通常どおりに処理され

ます。優先有効期間は、有効期間より長くしてはなりません。

• [Infinite]：フィールドの無限を表す 4,294,967,295に設定するには、この値を
選択します。

• [User Defined]：値を入力します。

インターフェイス上でステートレス自動設定を使用した IPv6アドレスの自動設定
を有効にして、インターフェイスの IPv6処理を有効にします。アドレスは、ルー

Auto Configuration

タアドバタイズメントメッセージで受信されたプレフィックスによって設定され

ます。

次のオプションのいずれかを選択します。Prefix Status

• [Onlink]：指定したプレフィックスをオンリンクとして設定します。指定した
プレフィックスを含むアドレスにトラフィックを送信するノードは、宛先が

リンク上でローカルに到達可能であると見なします。オンリンクプレフィッ

クスは、接続されたプレフィックスとしてルーティングテーブルに挿入され

ます（Lビットセット）。

• [No-Onlink]：指定したプレフィックスをオンリンクでないものとして設定し
ます。非オンリンクプレフィックスは、接続されたプレフィックスとしてルー

ティングテーブルに挿入されますが、Lビットクリアでアドバタイズされま
す。

• [Offlink]：指定されたプレフィックスをオフリンクとして設定します。プレ
フィクスは Lビットクリアでアドバタイズされます。プレフィクスは、接続
されたプレフィクスとしてルーティングテーブルに挿入されません。プレ

フィックスが接続されたプレフィックスとしてルーティングテーブルにすで
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説明オプション

に存在する場合（たとえば、IPv6アドレスを追加してプレフィックスも設定
された場合など）、そのプレフィックスは削除されます。

ステップ 6 [Apply]をクリックし、実行コンフィギュレーションファイルに設定を保存します。

IPv6デフォルトルータリスト
[IPv6 Default Router List]ページでは、デフォルトの IPv6ルータアドレスを設定および表示で
きます。このリストには、外部ネットワークとの間で送受信されるトラフィックを処理するた

めの、このデバイスに対するデフォルトルータになり得るルータが表示されます（空の場合も

あります）。デバイスは、このリストからルータをランダムに選択します。デバイスは、1つ
のスタティック IPv6デフォルトルータをサポートしています。ダイナミックデフォルトルー
タは、デバイスの IPv6インターフェイスにルータアドバタイズメントを送信したルータです。

IPアドレスを追加または削除すると、次のイベントが発生します。

• IPインターフェイスを削除すると、すべてのデフォルトルータの IPアドレスが削除され
ます。ダイナミック IPアドレスを削除することはできません。

•複数のユーザ定義アドレスを挿入しようとすると、アラートメッセージが表示されます。

•リンクローカルタイプ（つまり「fe80:」）以外のアドレスを挿入しようとすると、アラー
トメッセージが表示されます。

デフォルトルータを定義するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Default Router List]をクリックします。

このページには、デフォルトルータごとに次のフィールドが表示されます。

• [Outgoing Interface]：デフォルトルータが接続されている発信 IPv6インターフェイス。

• [Default Router IPv6 Address]：デフォルトルータのリンクローカル IPアドレス。

• [Type]：デフォルトルータのタイプ。

• [Static]：デフォルトルータは [Add]ボタンを使用してこのテーブルに手動で追加されました。

• [Dynamic]：デフォルトルータは動的に設定されました。

• [Neighbor Discovery (ND)]：デフォルトルータは NDに設定されています。ネイバー探索プロトコ
ルは、IPv6ネットワーク内の異なるネイバーデバイス間の関係を識別するために使用されます。
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• [Metric]：このホップのコスト。

ステップ 2 [Add]をクリックして、スタティックデフォルトルータを追加します。

ステップ 3 次のフィールドに入力します。

•ネクストホップタイプ（NextHopType）：パケットの送信先となる次の宛先の IPアドレス。これは、
次の項目から構成されています。

•グローバル（Global）：他のネットワークから表示可能で到達可能なグローバルユニキャスト
IPV6タイプの IPv6アドレス。

•リンクローカル（Link Local）：単独のネットワークリンク上のホストを一意に識別する Ipv6イ
ンターフェイスおよび Ipv6アドレス。リンクローカルアドレスのプレフィックス部はFE80です。
このタイプのアドレスはルーティング不能であり、ローカルネットワーク内で通信する場合にの

み使用できます。1つのリンクローカルアドレスのみがサポートされます。リンクローカルア
ドレスがインターフェイス上に存在する場合、このエントリは構成内のアドレスを置き換えます。

•発信インターフェイス（Outgoing Interface）：発信リンクローカルインターフェイスが表示されます。

•デフォルトのルータの IPv6アドレス（Default Router IPv6 Address）：スタティックデフォルトルータ
の IPアドレス。

•メトリック（Metric）：このホップのコストを入力します。

ステップ 4 [Apply]をクリックします。デフォルトルータが実行コンフィギュレーションファイルに保存されます。

IPv6ネイバー
[IPv6 Neighbors]ページでは、IPv6インターフェイスの IPv6ネイバーのリストを設定および表
示できます。IPv6ネイバーテーブル（IPv6ネイバー探索キャッシュとも呼ぶ）には、デバイ
スと同じ IPv6サブネットに存在する IPv6ネイバーのMACアドレスが表示されます。これは、
IPv4 ARPテーブルの IPv6版です。デバイスがそのネイバーと通信する必要がある場合、デバ
イスは IPv6ネイバーテーブルを使用して、IPv6アドレスに基づいてMACアドレスを特定し
ます。

このページには、自動的に検出されたネイバー、または手動で設定されたエントリが表示され

ます。各エントリには、ネイバーが接続されているインターフェイス、をネイバーの IPv6ア
ドレスとMACアドレス、エントリタイプ（スタティックまたはダイナミック）、およびネイ
バーの状態が表示されます。

IPv6ネイバーを定義するには、次の手順を実行します。

IPv6設定
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手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Neighbors]をクリックします。

オプションを選択して、クリアテーブルセクション内の IPv6アドレスの一部またはすべてをクリアできま
す。

• [スタティックのみ ]：スタティック IPv6アドレスエントリを削除します。

• [ダイナミックのみ ]：ダイナミック IPv6アドレスエントリを削除します。

• [すべてのダイナミックおよびスタティック ]：スタティック IPv6アドレスエントリとダイナミック
IPv6アドレスエントリを両方とも削除します。

ステップ 2 テーブルにネイバーを追加するには、[Add]をクリックします。

ステップ 3 次のフィールドが表示されます。

• [Interface]：追加する隣接 IPv6インターフェイスが表示されます。

• [IPv6 Address]：インターフェイスに割り当てられている IPv6アドレスを入力します。有効な IPv6ア
ドレスを指定する必要があります。

• [MAC Address]：入力した IPv6アドレスに対応するMACアドレスを入力します。

ステップ 4 [Apply]をクリックします。実行コンフィギュレーションファイルが更新されます。

ステップ 5 次に、IPv6ネイバーテーブルに次の設定が表示されます。

• [インターフェイス ]：近隣 IPv6インターフェイスのタイプ。

• [IPv6アドレス ]：ネイバーの IPv6アドレス。

• [MACアドレス ]：指定された IPv6アドレスに対応するMACアドレス。

• [タイプ ]：近隣探索キャッシュ情報エントリのタイプ（スタティックまたはダイナミック）。

• [状態 ]：IPv6ネイバーのステータス。値は次のとおりです。

• [未完了]：アドレス解決中です。ネイバーがまだ応答していません。

• [到達可能]：ネイバーは到達可能であると認識されています。

• [失効]：それまで認識されていたネイバーは到達不能になっています。トラフィックを送信する必
要があるまで、到達可能性を確認するアクションは実行されません。

• [遅延]：それまで認識されていたネイバーは到達不能になっています。インターフェイスは、事前
定義された遅延時間にわたって遅延状態です。到達可能性の確認を受信しなかった場合、状態は

プローブに変更されます。

• [プローブ]：ネイバーが到達不能になっており、到達可能性を検査するためのユニキャストネイ
バー宛送信要求プローブを送信中です。
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• [Router]：ネイバーがルータかどうかを指定します（[Yes]、[No]、または [N/A]）。

ステップ 6 IPアドレスのタイプを [Static]から [Dynamic]に変更するには、アドレスを選択し、[Edit]をクリックし、
[Edit IPv6 Neighbors]ページを使用します。

IPv6プレフィックスリスト
一致条件に基づいてプレフィックスを許可または拒否するには、プレフィックスリストを

permitまたは denyキーワードを指定して設定します。プレフィックスリストのどのエントリ
にも一致しないトラフィックには、暗黙の拒否が適用されます。プレフィックスリストエント

リは、IPアドレスとビットマスクで構成されています。IPアドレスは、クラスフルなネット
ワーク、サブネット、または単一のホストルート用にできます。ビットマスクは 1～ 32の数
値です。

プレフィックスリストは、完全なプレフィックス長の一致、または geキーワードと leキー
ワードが使用されている場合は範囲内の一致に基づいてトラフィックをフィルタリングするよ

うに設定されます。

プレフィックスリストを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Prefix List]の順にクリックします。

ステップ 2 [Add]をクリックします。

ステップ 3 次のフィールドに入力します。

• [List Name]：次のいずれかのオプションを選択します。

• [Use existing list]：プレフィックスの追加先となる定義済みリストを選択します。

• [Create new list]：作成する新しいリストの名前を入力します。

•シーケンス番号（SequenceNumber）：プレフィックスリスト内でのプレフィックスの場所を指定しま
す。次のオプションのいずれかを選択します。

•自動番号（Auto Numbering）：プレフィックスリストの最後のエントリの後に新しい IPV6プレ
フィックスを配置します。シーケンス番号は、最後のシーケンス番号に 5を加算した番号です。
リストが空の場合は、最初のプレフィックスリストエントリには番号 5が割り当てられ、後続の
プレフィックスリストエントリは 5ずつ増分します。

•ユーザ定義（User Defined）：パラメータで指定された場所に新しい IPV6プレフィックスを配置
します。その番号のエントリが存在する場合、新しいものに置き換えられます。

•ルールタイプ（Rule Type）：プレフィックスリストのルールを入力します。
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• [Permit]：条件に一致するネットワークを許可します。

• [Deny]：条件に一致するネットワークを拒否します。

• [Description]：テキスト。

• [IPv6 Prefix]：IPルートプレフィックス。

•プレフィックス長（Prefix Length）：IPルートプレフィックス長。

•より大きい（GreaterThan）：一致に使用する最小プレフィックス長。次のオプションのいずれかを選
択します。

•制限なし（No Limit）：最小プレフィックス長を一致に使用しません。

•ユーザ定義（User Defined）：照合される最小プレフィックス長。

•より小さい（Lower Than）：一致に使用する最大プレフィックス長。次のオプションのいずれかを選
択します。

•制限なし（No Limit）：最大プレフィックス長を一致に使用しません。

•ユーザ定義（User Defined）：照合される最大プレフィックス長。

• [Description]：プレフィックスリストの説明を入力します。

ステップ 4 [Apply]をクリックし、実行コンフィギュレーションファイルに設定を保存します。

IPv6アクセスリスト
IPv6アクセスリストは、[MLD Proxy] > [Global MLD Proxy Settings] > [SSM IPv6 Access List]
ページで使用できます。

アクセスリストを作成する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [IPv6 Access List]の順にクリックします。リスト中のエントリのサブセットを表示す
るには、該当する検索条件をフィルタに入力して、[Go]をクリックします。

ステップ 2 アクセスリストを追加するには、[Add]をクリックして次のフィールドに入力します。

• [Access List Name]：次のいずれかを選択します。

• [Use existing list]：既存のアクセスリストを選択します。

• [Create new list]：新しいアクセスリストの名前を入力します。
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• [Source IPv6 Address]：送信元 IPv6アドレスを入力します。次のオプションを使用できます。

• [Any]：すべての IPアドレスを含めます。

• [User Defined]：IPアドレスを入力します。

•プレフィックス長（Prefix length）：送信元 IPv6プレフィックス長を入力します。

• [Action]：アクセスリストのアクションを選択します。次のオプションを使用できます。

•許可（Permit）：アクセスリスト内の IPアドレスからのパケットのエントリを許可します。

•拒否（Deny）：アクセスリスト内の IPアドレスからのパケットのエントリを拒否します。

ステップ 3 [Apply]をクリックします。設定は、実行コンフィギュレーションファイルに書き込まれます。

IPv6ルート
IPv6転送テーブルには、設定済みのさまざまなルートが含まれています。それらのルートの 1
つはデフォルトルート（IPv6アドレスは「0」）です。このルートは、IPv6デフォルトルータ
リストから選択されたデフォルトルータを使用して、デバイスと同じ IPv6サブネット上にな
い宛先デバイスにパケットを送信するものです。デフォルトルートに加えて、このテーブルに

は、ICMPリダイレクトメッセージを使用して IPv6ルータから受信した ICMPリダイレクト
ルートであるダイナミックルートも含まれています。デバイスで使用されているデフォルト

ルータが、デバイスの通信先 IPv6サブネットとの間でトラフィックをルーティングしている
ルータでない場合に、ICMPリダイレクトメッセージが送信されます。

IPv6ルートを表示するには：

[IPv6 Configuration] > [IPv6 Routes]の順にクリックします。

このページには、次のフィールドが表示されます。

• [IPv6 Prefix]：宛先 IPv6サブネットアドレスの IPルートアドレスプレフィックス。

• [Prefix Length]：宛先 IPv6サブネットアドレスの IPルートプレフィックス長。前にスラッ
シュ（/）を付けます。

• [Next Hop]：パケット転送先アドレスのタイプ。通常、これは隣接するルータのアドレス
です。次のいずれかのタイプを指定できます。

•リンクローカル（Link Local）：単独のネットワークリンク上のホストを一意に識別
する Ipv6インターフェイスおよび Ipv6アドレス。リンクローカルアドレスのプレ
フィックス部は FE80です。このタイプのアドレスはルーティング不能であり、ロー
カルネットワーク内で通信する場合にのみ使用できます。1つのリンクローカルアド
レスのみがサポートされます。リンクローカルアドレスがインターフェイス上に存

在する場合、このエントリは構成内のアドレスを置き換えます。
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• [Global]：他のネットワークから表示可能で到達可能なグローバルユニキャスト IPV6
タイプの IPv6アドレス。

•発信インターフェイス（Outgoing Interface）：パケットを転送するために使用されるイン
ターフェイス。

• [Metric]：このルートを、IPv6ルートテーブル内にある同一宛先の他ルートと比較する際
に使用される値。すべてのデフォルトルートに同じ値が設定されています。

•ライフタイム（Lifetime）：パケットが削除されるまでに送信および再送信できる期間。

• [ルートタイプ ]：宛先アドレスが割り当てられた方法、および、エントリの取得に使用
された方式。以下の値を指定できます。

• [S (Static)]：エントリは、ユーザーによって手動で設定されました。

• [I (ICMPRedirect)]：エントリは、ICMPリダイレクトメッセージを使用して IPv6ルー
タから受信された ICMPリダイレクトダイナミックルートです。

• [ND (Router Advertisement)]：エントリは、ルータアドバタイズメントメッセージか
ら取得されます。

手順

ステップ 1 新しいルートを追加するには、[Add]をクリックし、上記のフィールドに入力します。さらに、次のフィー
ルドに入力します。

• [IPv6 Address]：新しいルートの IPv6アドレスを追加します。

ステップ 2 [Apply]をクリックして、変更内容を保存します。

DHCPv6リレー
DHCPv6リレーは、DHCPv6メッセージをDHCPv6サーバにリレーするために使用されます。
これは RFC 3315の中で定義されています。

DHCPv6クライアントがDHCPv6サーバーに直接接続されていない場合、このDHCPv6クライ
アントが直接接続されているDHCPv6リレーエージェント（デバイス）は、直接接続されてい
るDHCPv6クライアントから受信したメッセージをカプセル化し、DHCPv6サーバーに転送し
ます。

逆方向の場合は、リレーエージェントは DHCPv6サーバから受信したパケットのカプセル化
を解除して、それらを DHCPv6クライアントに転送します。
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ユーザは、パケットの転送先となるDHCPサーバのリストを設定する必要があります。2つの
DHCPv6サーバセットを設定することができます。

•グローバル宛先（GlobalDestinations）：パケットは常にこれらのDHCPv6サーバにリレー
されます。

•インターフェイスリスト（InterfaceList）：これは、インターフェイスごとのDHCPv6サー
バのリストです。DHCPv6パケットがインターフェイスで受信されると、パケットは、イ
ンターフェイスリスト上のサーバ（存在する場合）とグローバル宛先リスト上のサーバの

両方にリレーされます。

グローバル宛先

すべての DHCPv6パケットのリレー先となる DHCPv6サーバーのリストを設定するには、次
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [DHCPv6 Relay] > [Global Destinations]をクリックします。

ステップ 2 デフォルトの DHCPv6サーバを追加するには、[Add]をクリックします。

ステップ 3 次のフィールドに入力します。

• [IPv6AddressType]：クライアントメッセージを転送する宛先アドレスのタイプを入力します。アドレ
スタイプは、[Link Local]、[Global]、または [Multicast]（All_DHCP_Relay_Agents_and_Servers）のいず
れかです。

• [DHCPv6 Server IP Address]：パケット転送先の DHCPv6サーバーのアドレスを入力します。

• [IPv6 Interface]：DHCPv6サーバのアドレスタイプがリンクローカルまたはマルチキャストの場合に
パケットが送信される宛先インターフェイスを入力します。このインターフェイスは、VLAN、LAG、
またはトンネルです。

ステップ 4 [Apply]をクリックします。実行コンフィギュレーションファイルが更新されます。

インターフェイスの設定

インターフェイスでDHCPv6リレー機能を有効にし、DHCPv6サーバーのリストを設定するに
は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IPv6 Configuration] > [DHCPv6 Relay] > [Interface Settings]の順にクリックします。
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ステップ 2 [Administration] > [Stack Management]をクリックします。

次のフィールドに入力します。

• [Source Interface]：DHCPv6リレーを有効にするインターフェイス（ポート、LAG、VLAN、またはト
ンネル）を選択します。

• [Use Global Destinations Only]：選択すると、パケットが DHCPv6グローバル宛先サーバのみに転送さ
れます。

• [IPv6AddressType]：クライアントメッセージを転送する宛先アドレスのタイプを入力します。アドレ
スタイプは、[Link Local]、[Global]、または [Multicast]（All_DHCP_Relay_Agents_and_Servers）のいず
れかです。

• [DHCPv6 Server IP Address]：パケット転送先の DHCPv6サーバーのアドレスを入力します。

• [Destination IPv6 Interface]：ドロップダウンメニューから宛先 IPv6インターフェイスを選択します。

ステップ 3 [Apply]をクリックします。実行コンフィギュレーションファイルが更新されます。

OSPFv3

OSPFv3は Advancedモードでのみ使用できます。（注）

Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）は、IPv6ネットワークをサポートするように
設計された内部ゲートウェイルーティングプロトコルです。OSPFv2と同様に、OSPFv3を使
用すると、ルータはリンクステート情報を交換し、リンクメトリックに基づいて最も効率的な

ルーティングパスを計算できます。しかし、OSPFv3は IPv6の構造と要件に対応するための機
能強化が導入されています。複雑で大規模な IPv6環境において、OSPFv3は効率的なルート収
束と帯域幅の使用量削減を実現し、従来のルーティングプロトコルに代わる堅牢な選択肢とな

ります。

OSPFv3は、デバイスで IPv6ルーティングが有効になっている場合にのみアクティブになりま
す（[Ipv6設定（Ipv6 Configuration）] > [IPv6グローバル設定-Ipv6ルーティング（IPv6 Global
Configuration - Ipv6 Routing）]を有効に設定）。

（注）

OSPFv3設定フロー

1. OSPFv3プロセスを作成し、ルータ IDを割り当てます。複数のプロセスを作成できます。
以下の構成は、各プロセスに適用できます。

2. プロセスに 1つ以上のエリアを追加します。エリアごとに、エリアのタイプと設定を定義
します。

IPv6設定
21

IPv6設定
OSPFv3



3. エリアネットワーク設定を構成します。

OSPFv3 Process
OSPFv3は、個別のルーティングプロセスとして設定されているのではなく、インターフェイ
ス上で有効になっています。つまり、OSPFv3がインターフェイスで有効になっている場合、
そのインターフェイスのルーティングプロセスおよび関連する設定が自動的に作成されます。

OSPFv3では、ルーティングプロセスの初期化、ルータ IDの定義、パッシブインターフェイス
の設定など、OSPFv2と同じ基本プロセスが使用されます。

手順

ステップ 1 [IPv6の設定（IPv6 Configuration）]、[OSPFv3]、[OSPFv3プロセス（OSPFv3 Process）]の順にクリックし
て、OSPFv3プロセステーブルを表示します。

ステップ 2 テーブルに表示されるフィールドは次のとおりです。

• [プロセスID（Process ID）]：プロセス識別子。

• [ルータID（Router ID）]：プロセスに割り当てられたルータID。

警告

実行中の OSPFv2プロセスのルータ IDを変更すると、プロセスが自動的に再起動されます。

• [管理ステータス（Administrative Status）]：プロセスの管理ステータス。

• [動作ステータス（Operational Status）]：プロセスの動作ステータス。

ステップ 3 新しい OSPFv3プロセスを追加する場合はクリックします。

ステップ 4 OSPFv3プロセスに対して以下を定義します。

• [プロセスID（Process ID）]：OSPFv3プロセスの IDを表す整数。

• [ルータID（Router ID）]：デフォルトのルータ ID（デバイスに設定されている最小 IPv4アドレス）を
使用するか、ルータ IDを手動で設定する（IPv4形式）かを選択します。

• [シャットダウン（Shutdown）]：シャットダウン状態でプロセスを作成するには、シャットダウンを
有効にするチェックボックスをオンにします。

（注）

これにより、ユーザーはトラフィックをアクティブ化せずにプロセス設定を構成できます。

ステップ 5 [適用（Apply）]をクリックしてプロセスを作成します。

ステップ 6 プロセスを再起動するには、テーブル内の 1つ以上のエントリを選択して、再起動ボタンを押します。こ
れによりリセットされ、このプロセスの OSPFアクティビティが開始されます。

ステップ 7 画面の上部にある [OSPFv3エリア（OSPFv3 Area）]ボタンをクリックすると、[OSPFv3エリア（OSPFv3
Area）]画面にリダイレクトされます。
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ステップ 8 [プロセスの再起動（Restart Process）]をクリックして、OSPFv3プロセスを再起動します。

OSPFv3エリアテーブル
OSPFv3エリアテーブルは、IPv6ネットワークの異なるエリア内のルーティング情報を整理お
よび管理するために、OSPFv3で使用されるデータ構造です。OSPFv3は IPv6向けに設計され
たリンクステートルーティングプロトコルで、エリアを使用してルーティングを効率的に最

適化および管理します。

OSPFv3エリアテーブルを設定するには以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [IPv6設定（IPv6 Configuration）] > [OSPFv3] > [OSPFv3エリアテーブル（OSPFv3 Area Table）]をクリック
します。

ステップ 2 このテーブルの情報は、各 OSPFv3プロセス ID（フィルタボタン）ごとに表示されます。必要な OSPFv3
プロセスを選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 テーブルに表示されるフィールドは次のとおりです。

• [エリアID（Area ID）]：IPv4フォーマットのエリア ID

• [エリアタイプ（Area type）]：[バックボーン（Backbone）]、[通常（Normal）]、[スタブ（Stub）]、
[NSSA]

• [ステータス（Status）]：エリアの管理ステータス（アップまたはダウン）

ステップ 4 エントリの選択時に [詳細（Details）]をクリックすると、完全なエリア設定が表示されます（テーブルに
表示されるものに加えて、[エリアネットワーク（AreaNetworks）]および [スタブ/NSSAエリア（Stub/NSSA
Area）]の設定：[デフォルトサマリールートコスト（Default Summary Route Cost）]、[ABRサマリーアド
バタイズメント（ABR Summary Advertisement）]、[トランスレータロール（Translator Role）]、[トランス
レータ安定性間隔（Translator Stability Interval）]）。

ステップ 5 画面の上部にある [OSPFv3プロセステーブル（OSPFv3 Process Table）]ボタンをクリックして [OSPFv3プ
ロセス（OSPFv3 Process）]画面にリダイレクトするか、[OSPFv3ネットワークテーブル（OSPFv3 Network
Table）]ボタンを押して [OSPFv3 IPv6ネットワーク（OSPFv3 IPv6Network）]画面にリダイレクトします。

ステップ 6 [追加（Add）]をクリックして、1つ以上のエリアを作成します。次のフィールドを設定します。

• [プロセスID（Process ID）]：ドロップダウンボックスからOSPFv3プロセス IDを選択します。エリア
は選択したプロセス IDに関連づけられます。

• [エリアID（Area ID）]：エリア IDを IPv4形式で構成します。

（注）

エリア ID 0がバックボーンエリアとして定義されています。

IPv6設定
23

IPv6設定

OSPFv3エリアテーブル



• [シャットダウン（Shutdown）]：エリアをシャットダウン状態で作成するには、有効にします。これ
により、エリアを非アクティブ状態に保ちながらエリア設定を構成できます。

• [IPv6 Area Networks]：エリアに追加する 1つ以上の IPv4ネットワークを選択します。

（注）

IPv6対応のインターフェイスのみが表示されます。

1. 設定するインターフェイスのタイプを選択します（unit：物理インターフェイスの場合は [LAG]ま
たは [VLAN]）。

2. インターフェイスのタイプを選択した後、左側のリストボックスから右側のリストボックスに移
動して、必要なインターフェイスを追加します。

3. 必要に応じて、LAGインターフェイスとVLANインターフェイスに対してこのアクションを繰り
返します。

•上記のステップで選択したインターフェイスが表示されます。

1. [選択されたインターフェイス（Selected Interfaces）]：エリアに追加するために選択された物理イ
ンターフェイス。

2. [選択されたVLAN（Selected VLANs）]：エリアに追加するために選択された VLAN。

3. [選択されたLAG（Selected LAGs）]：エリアに追加するために選択された LAG。

（注）

選択されたインターフェイスフィールドには、左側のリストボックスから右側のリストボックスに移

動されたインターフェイスが表示されます。適用ボタンを押すまで、新しいインターフェイスは追加

されません。

• [スタブ/NSSAエリア（Stub/NSSA Area）]：このエリアをスタブエリアまたは NSSA（Not So Stubby
Area）として設定する場合に選択します。このオプションは、エリアがバックボーンエリアでない（エ
リア IDが 0.0.0.0ではない）場合にのみ使用できます。このオプションを選択した場合は、以下の
フィールドの設定を続けます。

• [スタブ/NSSA（Stub/NSSA）]：このエリアがスタブエリアまたは NSSAのいずれであるかを選択しま
す。

• [デフォルトサマリールートコスト（Default Summary Route Cost）]：スタブエリアまたは NSSA
（Not-So-StubbyArea）に送信されるデフォルトサマリールートのコストを指定します。次のいずれか
の利用可能なオプションを選択します。

1. デフォルト：1の値

2. ユーザー定義：1～ 16777215の範囲

• [ABRサマリーアドバタイズメント（ABR Summary Advertisement）]：エリア境界ルータ（ABR）がサ
マリーリンクアドバタイズメントをスタブエリアに送信できるようにします。
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•トランスレータロールとトランスレータ安定性間隔は、エリアが NSSAとして定義されている場合に
のみ設定できます。

• [トランスレータロール（Translator Role）]：NSSA境界ルータがタイプ 7 LSAをタイプ 5 LSAに
無条件に変換するかどうかを指定します。

1. [常に（Always）]を選択すると、他の NSSA境界ルータのトランスレータ状態に関係なく、
常に NSSA境界ルータがタイプ 7 LSAをタイプ 5 LSAに変換します。

2. [候補（Candidate）]を選択すると、NSSA境界ルータが RFC 3101のセクション 3.1で説明さ
れているトランスレータ選択プロセスに参加するように指定します。

• [トランスレータ安定性間隔（Translator Stability Interval）]：選出されたトランスレーターが、も
はや自身のサービスが不要であると判断した後も、翻訳業務を継続すべき秒数を指定します。デ

フォルト値は 40秒です。

• [適用（Apply）]をクリックしてエリアを作成します。

OSPFv3 IPv6エリアネットワーク
OSPFv3 IPv6エリアネットワークを表示、編集、または設定するには、以下の手順を実行しま
す。

手順

ステップ 1 [IPv6の設定（IPv6 Configuration）] > [OSPFv3] > [OSPFv3 IPv6エリアネットワーク（OSPFv3 IPv6 Area
Networks）]をクリックして、OSPFv3 IPv6ネットワークテーブルを表示します。このテーブルの情報は
OSPFv3プロセス IDごとに表示され、必要に応じて [エリアID（Area ID）]も表示されます。必要なOSPFv3
プロセスと任意でエリア IDを選択し、 [移動（Go）]をクリックします。

ステップ 2 [OSPFv3 IPv6ネットワークテーブル（OSPFv3 IPv6 Network Table）]には、以下のフィールドが表示されま
す。

• [OSPFv3プロセス（OSPFv2 Process）]：このエントリの OSPFプロセス ID。

• [エリアID（Area ID）]：このエントリのエリアID。

• [IPv6インターフェイス（Ipv6 Interface）]：このエントリの IPv6インターフェイス。

• [コスト（Cost）]：この OSPFv3 IPv6インターフェイスに関連付けられているコスト。

• [ステータス（Status）]：この OSPFv3 IPv6インターフェイスのステータス。

ステップ 3 OSPFv3 IPV6エリアネットワークテーブルを編集するには、テーブルからOSPFv3プロセスを選択して [編
集（Edit）]アイコンをクリックし、以下を設定します。
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•設定するプロセス ID、エリア ID、およびエリアネットワークを選択します。

•インターフェイスコストを構成します。デフォルトのコストを選択するか、ユーザー定義コスト（範
囲 1～ 65535）を選択します。パスコストは、10^10 / ifSpeedの式を使用して計算されます。

• [シャットダウン（Shutdown）]：必要に応じて、OSPFv3ネットワークを管理上のダウン状態に設定で
きます。

•設定を適用するには、[適用（Apply）]をクリックして設定を適用します。

ステップ 4 [OSPFv3エリアテーブル（OSPFv3 Area Table）]ナビゲーションボタンをクリックすると、[OSPFv3エリア
テーブル（OSPFv3 Area Table）]ページにページがリダイレクトされます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


